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【情報公開文書】 

作成日2025年07月31日  

 

 

本学で実施している下記研究では、以下のとおり他機関から試料・情報の提供を受けておりま

す。 

 

研究課題名：消化器癌および乳癌の発生と進展、治療効果、予後に関わる血中循環癌関連分子

の検出とその解析 

承認番号：M2000-964 

研究代表者：大腸肛門外科 絹笠祐介 

研究実施期間：実施許可日 ～ 2030年 04月 30日 

提供元機関：北海道大学 

 

1．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通りです。 

提供元からの提供開始予定日： 2025年 10月 01日 

提供先での利用開始予定日： 2025年 11月 01日 

 

2．研究目的 

患者さんから採取した血液を使って、それぞれの癌の個性を調べることによってその患者さん

にもっともあった治療法を選択できるようにすることを目指しています。この研究は、これか

ら消化器癌の治療を受ける多くの患者さんに役立つことが期待されます。 

 

3．研究方法 

北海道大学病院で保存している血液を、匿名化した形で東京科学大学に送付します。 

送付された血液を使って、癌に関係すると思われる遺伝子（変異や発現量）やタンパクの変化

を調べます。測定結果と臨床情報（再発の有無など）を照らし合わせて治療効果や予後との関

連を調べます。 

なお、この研究は癌組織の遺伝子やタンパクの変化を調べるもので、次の世代に受け継がれる

遺伝子やタンパクの異常は調べません。 

 

4．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：患者識別番号、年齢、性別、身長、体重、体表面積、PS、同意取得日、臨床診断名、組

織型、原発巣の有無、初発・再発とその診断日、転移巣、アレルギーの素因の有無とその内

容、既往歴の有無とその内容、合併症の有無とその内容、原病に対する手術歴の有無と最終手

術日、術後補助化学療法の有無とその内容、行われた化学療法の治療内容（投与コース数、抗

腫瘍効果等）と最終投与日、その他の前治療の内容、化学療法を含む治療中の自他覚所見等 

試料：血液 

 

5．外部への試料・情報の提供 

試料・情報は個人が特定できないよう氏名等を削除し、郵送で東京科学大学へ提供します。 
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対応表は、当院の研究責任者が保管・管理します。 

 

6．研究組織 

東京科学大学 研究責任者：絹笠 祐介 

 

7．利益相反（企業等との利害関係）について 

利益相反とは、研究者が企業など、自分の所属する機関以外から研究資金等を提供してもらうこ

とによって、研究結果が特定の企業にとって都合のよいものになっているのではないか・研究結

果の公表が公正に行われないのではないかなどの疑問が第三者から見て生じかねない状態のこ

とを指します。本研究は東京科学大学消化管外科学分野の運営費と寄付金を用いて行われます。

また研究を実施するにあたり特定企業との利害関係はありません。本研究の実施にあたっては、

本学利益相反マネジメント委員会に対して研究者の利益相反状況に関する申告を行い、同委員会

による確認を受けています。この研究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は研究

機関及び研究者等になります。あなたには帰属しません。 

 

8．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方

にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。そ

の場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  研究者連絡先：東京科学大学大学院 消化管外科学分野 教授 

絹笠 祐介 

    〒113-8519 東京都文京区湯島 1-5-45  

電話：０３－５８０３－５２６１（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

（平日 8：30～17：30） 

   

 

9．苦情窓口 

  東京科学大学研究推進部 研究基盤推進課 生命倫理グループ 

03-5803-4547（対応可能時間帯：平日9:00～17:00） 

 


